〔様式１〕令和６年度初任者校内研修計画書兼報告書【小学校】
	市町村番号
	○○
	学校名
	○○　立　○○○○　小学校
	対象教員
	名前
	○○　○○
	教科（※専科の方のみ記入）
	○○○

	第１回提出日
	○月　○日
	第２回提出日
	○月　○日
	第３回提出日
	○月　○日
	第４回提出日
	○月　○日



１　初任者育成のための記録
	●初任者育成のための校内体制等の方針（４月記入）
	●初任者育成のための校内体制等の方針（２年め、４月記入）

	・管理職、指導教員、研究主任、学年主任、メンターチーム主担等による初任者等育成委員会を年３回実施し、「校内研修シート」を用いて初任者の育成状況を把握し、課題解決のための方針を立てる。
・初任者等育成委員会において、ミドルリーダーを活用してメンターチームを立ちあげ、初任者の悩みやニーズに応える校内研修を実施するとともに、この活動を通して本校の初任者の育成を図っていきたい。
・子ども主体の授業をすすめるため、初任者による研究授業を、年間３回以上実施する。

	





	各期における成果と課題（対象教員の作成した『マイポートフォリオ（様式見本「初任者・新規採用者研修の手引p.16」参照』を参考に記入）

	①計画（４月記入）
	②振り返り（８月記入）
	③振り返り（２月記入）

	●対象教員（初任者）に対する具体的取組み
	●成果と課題
	●成果と課題

	・学校教育目標について十分に理解するとともに、その実現に向けて取り組む。
・学習指導要領に示されている指導目標を達成するための指導計画を立て、それに基づいて実践する。
・「大阪の授業STANDARD」にある「子ども主体の授業」を実践する。
・学級や授業のルールを確立させ、「安心・安全」な学級経営を実現する。
・学年団との連携は当然のこと、保護者や地域との連携の重要性も理解し、それに取り組む。
	不明な点をメンターチームに尋ねたり学級の様子を自分から学年に話したりするなど、同僚とのコミュニケーションは良好である。また、定期的に学級通信を発行し、保護者との情報共有にも努めている。授業は一斉授業の形式が多く、子どもに考えさせるよりも教え込む場面がめだつ。
	学校行事の運営に際しては、自分の担当を精一杯取り組むとともに担当外の業務にも加わろうとする積極的な姿が見られた。秋ごろでクラスが不安定な時期があったが、メンターチームの助言により持ち直した。その一方で、仕事に慣れたためか、学校内外の方々との挨拶や応答にゆるみが出てきた。

	
	●今後の取組み
	●今後の取組み

	
	学習指導要領に挙げられている指導目標や「大阪の授業STANDARD」に基づく子ども主体の授業を実現するために、指導案作成段階からの指導や授業指導（特に示範授業や授業参観指導）に力を入れる。
	子ども一人ひとりの状況を把握した上で皆が主体的に参加できる授業をつくることが、まだ十分でない。今後はその改善を促したい。また、常に省察の気持ちを忘れずに謙虚な姿勢で臨めるよう、次年度はメンターチームの一員となり初任者とともに成長してほしい。

	●研修成果と課題、対象教員（初任者）に今後期待すること（２年め、第４回提出時に記入）

	





２　研究授業について
	①実施日時
令和６年10月11日（金）　第６限
②学年（年次）・教科・科目等
第４学年　・　国語科
③単元名
読んで考えたことを話し合おう　「ごんぎつね」
④研究授業のねらい
・学習指導要領に示されている指導目標を達成するにふさわしい「言語活動」を設定することができる。
・子どもたちに話し方や聞き方など授業のルールを定着させたうえで、子どもが活発に意見を交流し合える授業を展開する。
・授業後に授業者自らで反省点を見つけ出すとともに、それに正対した改善策を立てることができる。
	事前指導
	■学習指導要領解説国語編を読み、目標と指導内容について確認した。
■初任者研修の手引を使い、学習指導案を作成する意義や作成に必要な事項について学習した。
■同学年の教員とともに、指導書等を参考にしながら、物語文教材（「ごんぎつね」）の教材分析や教材解釈について議論した。
■経験の少ない教員を交え、模擬授業を実施し、予想される児童の反応や板書計画について検討した。

	
	事後指導
（研究協議を含む）
	■研究授業後の反省会の前に、授業の振り返り方（反省のポイント）について指導した。
■反省会に参加した教員からの指導
　＊話し方や話す声の大きさは適切であったが、内容により軽重をつけて話す必要があることについて
　＊児童の発言の聞き方やグループでの話し合い学習の進め方や深め方、教員の立ち位置について
■反省したこと、指導されたことを今後の授業へ生かしていくことの大切さについて指導した。


【１年め】（第３回提出時までに記入）

【２年め】（第４回提出時までに記入）
	①実施日時

②学年（年次）・教科・科目等

③単元名

④研究授業のねらい



	事前指導
	




	
	事後指導
（研究協議を含む）
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〔様式１〕 令和６年度 初任者校内 研修 計画書兼報告書【 小 学校】     １   初任者育成のための 記録  

市町村番号  ○○  学校名  ○○   立   ○○○○   小学校  対象教員  名前  ○○   ○○  教科 （※専科の方のみ記入）  ○○○  

第１回 提出 日  ○ 月   ○ 日  第２回 提出 日  ○月   ○日  第３回 提出 日  ○月   ○日  第４回 提出 日  ○月   ○日  

●初任者育成のための校内体制等の方針 （４月記入）  ●初任者育成のための校内体制等の方針 （ ２年め、 ４月記入）  

・管理職、指導教員、研究主任、学年主任、メンターチーム主担等による初任者等育成委員会を 年３回実施し、「校内研修シート」を用いて初任者の育成状況を把握し、課題解決のための方針 を 立てる 。   ・初任者等育成委員会において、ミドルリーダーを活用してメンターチームを 立ち あげ、初任者 の悩みやニーズに応える校内研修を実施するとともに、この活動を通して本校の初任者の育成 を図っていきたい。   ・子ども主体の授業をすすめるため、初任者による研究授業を、年間３回以上実施する。             

各期における成果と課題（対象教員の作成した『マイポートフォリオ（様式見本「初任者・新規採用者研修の手引 p.16 」参照』を参考に記入）  

①計画（４月記入）  ②振り返り（８月記入）  ③振り返り（２月記入）  

●対象教員（初任者）に対する 具体的取組み  ●成果と課題  ●成果と課題  

・学校教育目標について十分に理解するとともに、その実現に 向けて取り組む。   ・学習指導要領に示されている指導目標を達成するための指 導計画を立て、それに基づいて実践する。   ・「大阪の授業 STANDARD 」にある「子ども主体の授業」を実践 する。   ・学級や授業のルールを確立させ、「安心・安全」な学級経営を 実現する。   ・学年団との連携は当然のこと、保護者や地域との連携の重要 性も理解し、それに取り組む。  不明な点をメンターチームに尋ねたり学級の様子を自分から 学年に話したりするなど、同僚とのコミュニケーションは良好で ある。また、定期的に学級通信を発行し、保護者との情報共有 にも努めている。授業は 一斉授業の形式が多く、子どもに考え させるよりも教え込む場面がめだつ。  学校行事の運営に際しては、自分の担当を精一杯取り組むと ともに担当外の業務にも加わろうとする積極的な姿が見られ た。秋ごろでクラスが不安定な時期があったが、メンターチー ムの助言により持ち直した。その一方で、仕事に慣れたため か、学校内外の方々との挨拶や応答にゆるみが出てきた。  

●今後の取組み  ●今後の取組み  

学習指導要領に挙げられている指導目標や「大阪の授業 STANDARD 」に基づく子ども主体の授業を実現するために、指 導案作成段階からの指導や授業指導（特に示範授業や授業参 観指導）に力を入れる。  子ども一人ひとりの状況を把握した上で皆が主体的に参加で きる授業をつくることが、まだ十分でない。今後はその改善を 促したい。また、常に省察の気持ちを忘れずに謙虚な姿勢で臨 めるよう、次年度はメンターチームの一員となり初任者とともに 成長してほしい。  

● 研修成果と課題、 対象教員（初任者） に今後期待すること （ ２年め、第４回提出時に記入 ）  

       

